
普段は夜中に生活しているこうもりのルーファスくん。
外が明るいうちはほら穴の天井にぶら下がって寝てばか
り。でも夜ともなれば外に飛び出しごちそう探し。ある
夜、野外映画会で初めてカラー映画を見ました。こんな
にきれいな色を見たのは初めて！昼間の世界にあこがれ
て眠らずに朝を迎えます。初めて見る朝陽、その美しさ
に見とれてしまいました。そしてルーファスくんは絵具
で耳を赤く、爪は青く、足は紫色に、自分をきれいに塗
りかえました。そのままごきげんで、日の光のなかへ飛
び出していったのですが…。それがきっかけで招いたト
ラブルと新たな出会いとは。

空をこえて七星のかなた（加納朋子）

夜に星を放つ（窪美澄）

お医者さんが教える老けない習慣（糸井由里恵）

現在、図書室を改善センター内に準備中です。本

を借りたい方は、教育委員会にお電話ください。

秋の夜長のお供にお気に入りの一冊を見つけてみ

てはいかがでしょうか。　　　　☎52－2902
※（　　）内作者名

＼今月は３冊！／10
月

新
刊
本

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№200

『こうもりのルーファスくん』
（トミー・ウェンゲラー /作絵　
　　　　　　　　　　　BL出版）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

広報かねやま　2022.10 ⑱広報かねやま　2022.10⑲

開催初日は阿部豊春さん（荒屋）生産の「紅
秀峰」が届き、即完売。阿部さんの「佐藤錦」
は令和４年度「もがみさくらんぼ品評会」
で最優秀賞を受賞しています。
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が
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れ
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毎
回
20
人
弱
の
方
が
参
加
さ
れ
る
小
さ

な
拠
点
事
業
、
こ
こ
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
々
が
、
町
に
エ
ネ
ル
ギ
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落
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の
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金
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拠
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、
ま
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金
山
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益
々
元
気
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て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
「
拠
点
」
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的
な
も
の
と
、
精
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な
も
の
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あ
る
よ
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で
す
。「
拠
り

所
」
と
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
意
味

と
し
て
も
解
釈
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
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週
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曜
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、
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で
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落
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、
参
加

者
の
皆
さ
ん
自
体
が
町
民
か
ら
見
れ
ば
、

精
神
的
な
「
拠
点
（
拠
り
所
）」
で
も
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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れ
る

か
ら
で
す
。
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パ
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し
て
も
ら
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落
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落
も
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て

Facebookで活動を
発信しています！
ぜひチェックして
ください！

東京金山会通信 №42

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

　新たな取り組みとして開始した「かねやま市」。これまで計３回、町の
関係者の方々のご協力もあり、順調に開催をかさねています。おいしい産
品が並ぶ秋のシーズンに向け、９月に会員向けに発送する予定の総会報告
集（約300部）内でも、あらためてご案内しPRさせていただきます。

のぼり旗やブースの設置も大分定着してきました。家族連れで来訪された
会場近隣の方々、「つや姫」10キロ購入のリピーターの方など、たくさん
のお客さまに会場へ足を運んでいただいております。

　「かねやま市」を開催する担当者としては、クール便などの当日着の荷物の到
着が、オープン間際の状況になりがちなど、開催してみて分かる課題も発生して
います。しかしメンバー全員で知恵を出し合いながらその都度解決し、次回の開
催がより良いものとなるよう取り組んでまいります。

「かねやま市」について

『
そ
の
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は
』

（
又
吉
直
樹
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シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

ポ
プ
ラ
社
）

「
わ
し
は
本
が
好
き
だ
。
今
ま
で

た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
だ
。
し
か

し
、
目
が
悪
く
な
り
、
も
う
本
を

読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら

世
界
中
を
ま
わ
っ
て
『
め
ず
ら
し

い
本
』
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て

き
て
く
れ
。
そ
し
て
そ
の
本
の
話

を
わ
し
に
教
え
て
ほ
し
い
の
だ
」

命
令
に
従
い
２
人
の
男
は
夜
毎
、

王
様
に
「
そ
の
本
は
…
」
と
交
互

に
語
る
。

さ
て
、
そ
の
話
と
は
・・・
？

『
＃
真
相
を
お
話
し
し
ま
す
』

（
結
城
真
一
郎
／
新
潮
社
）

現
代
風
な
テ
ー
マ
を
題
材
に
ゾ
ク

っ
と
す
る
小
気
味
よ
い
ミ
ス
テ
リ

ー
で
す
。
最
後
に
ど
ん
な
ど
ん
で

ん
返
し
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
事

実
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
、
伏

線
も
し
っ
か
り
仕
組
ま
れ
て
い

て
、
読
み
終
わ
っ
た
後
は
な
る
ほ

ど
！
と
な
り
ま
す
。
短
編
集
な
の

で
読
み
や
す
く
ど
な
た
に
も
お
ス

ス
メ
で
き
る
一
冊
で
す
。
タ
イ
ト

ル
の
と
お
り
真
相
が
衝
撃
の
5
作

品
で
す
。

集落支援員
　栗田　伸一

「小さな拠点づくり事業」

金山町
集落支援員


